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地域住民を対象とした減量教室の追跡調査
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望月 吉勝 竹内 徳男 福山 裕三

目的　肥満は循環器疾患など成人病の危険因子であることから，住民を対象とし，減量教室という形式の健

康教育が試みられている。われわれも北海道東部の一農村において減量教室を実施し，最長44ヵ月まで

追跡調査した。

方法　1990～93年の4年間の減量教室受講者48人を対象とした。受講者は全員が女性で年齢は30～63歳であ

った。教室の期間は約3ヵ月，全10回で，栄養指導，運動指導，グループワークを組み合わせて行っ

た。教室の前半と後半の2回，身体測定，血液検査，体力テストを行った。教室終了後，3，15，24，44

ヵ月後に身体計測，質問紙法による生活習慣の調査を行い，教室終了後5, 17ヵ月後に血液検査を行っ

た。

成績　教室終了直後においては，体格では体重減少，および体脂肪率のより大きい減少，ウエストサイズと

ヒップサイズの減少，ウエスト/ヒップ比の減少といった効果がみられた。検査成績では血圧が低下し，

血清脂質も中性脂肪値と総コレステロール値の低下，HDLコレステロール値の増加と，動脈硬化を抑

制すると考えられる方向へ改善した。体力テストでも体力年齢の若返りがみられた。

　追跡調査では教室で減量された体重が維持されていたが，体脂肪率は教室終了後の経過期間と共に増

加していた。血液検査の成績では総コレステロール値は教室終了後の低下が維持されていたが，血色素

量の若干の低下がみられた。生活習慣では食習慣の改善は維持されたものの，運動習慣が維持されてい

なかった。

結論　減量教室では効果を教室終了後も維持するために，運動の継続を長期に渡って勧奨するなどの運動習

慣継続のための対策が必要である。
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